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は　じ　め　に

　本研究は，学校における職業教育（Voca-
tional Education）とキャリア教育（Career 
Education ）の関連について整理し，２１世紀の
職業教育がどのようなものであるべきかを考察
するものである。筆者の問題意識は，職業教育
は，高等学校の職業科（専門学科）だけでなく，

小学校から高等学校まで，すべての学校段階で
展開されるべきではないかというものである。
それは，すでに「キャリア教育の推進」という
言葉で表現されていると考えられる。しかし，
キャリア教育と職業教育の融合を図るという考
え方は，教育現場では聞いたことがない。そこ
で，職業教育という産業社会の要素と，キャリ
ア教育という個人の要素を，混ぜ合わせること
はできないのかと考えた訳である。
　この考え方は，２００５年にケネス・ホイト
（kenneth B. Hoyt）が『Career education : his-
tory and future』で，次の公式として示してい
る１）。

 

　この公式は，キャリア教育と従来型の職業教
育の双方が，継続的な成長と発達を基盤とする
という前提に立って初めて成立するものである。
　本研究では，このケネス・ホイトの考え方を
基礎として，我が国でこれまで実践されてきた
職業教育とキャリア教育を融合したら，どのよ
うな職業教育が創造できるのかを考察するもの
である。
　筆者は，本研究を進めるに当たって次の二つ
を前提としている。
　第１に，「社会環境や産業構造の複雑化と変遷
の激しさが，我々人間に大きな影響を与えてい
る」という現実を前提とする。経済のグローバ
ル化が進展し，技術革新の激しい現代社会にお
いて求められている「職業教育」は，どのよう
なものであるべきかを考察したいと考えている。
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　第２に，「我々人間が，複雑な存在であり，
変化し続けていること」を前提に考察する。人
間は，学ぶことや経験することによって発達し
成長していることは事実である。それだけでな
く，外部からの様々な刺激によって“変わって
いく存在”でもある。また，自分自身を深く理
解したとしても，次の瞬間には変わってしまう
という認識である。
　“産業社会”と“人間”に関する認識につい
て，どちらも複雑かつ変化し続けるものであり
相互に作用しているという見方である。つまり，
静態的なものではなく動態的なものとして捉え
て考察するということである。
　そもそも職業教育の目的は，「社会的・職業的
に自立していくために必要な能力を育てる」こ
とである。そのため，職業教育は，社会に開か
れた教育でなければならないし，社会の変化に
柔軟に対応する教育でなければならないと考え
ている。同時に，人間が複雑なものであり，変
化し続けている存在であるという事実を考えれ
ば，自分で勉強し続けられる能力を身に付けさ
せ，職に就いてからは，その職場に適応できる
柔軟性が重要になる。
　２０世紀の職業教育は，「行先の決まった電車
に乗せるための教育」であったように感じてい
る。あたかも，子どもを「ある駅から正しい行
先の電車に乗せること」が，その役割であった
ように思う。産業社会も人間も変化しない存在
であるという前提に立てば，それでよかったの
かもしれない。しかし，２１世紀になって，産業
社会は急激に変化し，個人の価値観も大幅に多
様化してきたのである。つまり，２１世紀は“自
家用車の時代”になったのである。自動車は，
自分で周囲の状況を的確に判断して危険を回避
しながら上手に運転して，自分自身の判断で行
先（目的地）を決めて，その目的地に辿り着か
ねばならない訳である。つまり，運転すること
が“働くこと”であり，その経験を積み重ねる

ことが“学ぶこと”になる２）。いくら最新の知
識や技術を学校で学んだとしても，時代の変化
は激しく，いつまでも役立つことは在り得ない
ため，その後の人生で，新しい知識・技術を身
に付けるために常に勉強し続けなければならな
い。自動車学校を卒業して運転免許を取得した
だけでは，十分ではない。実地に自動車を運転
するという経験を積み重ねていかなければ，周
囲の状況に応じて危険を回避できるい優良なド
ライバーにはなれないのと同じである。
　２０世紀は，ピラミッド型の組織の中で決めら
れた階段（地位）を上にあがっていくという働
き方があって，これが良い事だという前提が
あった。あらかじめ，行先（目的地）が決まっ
ていて，電車に乗っていればそこへ到着すると
いうイメージの“生き方のモデル”があった。
　しかし，２１世紀は，自分を生かすと同時に，
社会にも貢献する働き方が良い事だという前提
になったと考えられる。それは，組織の中で，
係長から課長へ，課長から部長へという階段を
登ることに価値を認めるのではなく，横に水平
に広がっていく“自分らしい新しい道”を開き，
自分が行先（目的地）を決めていくという生き
方に価値を置くようになった。つまり，若者の
働き方や生き方が，２０世紀と２１世紀では変わっ
てきているということである。２１世紀は，“生き
方のモデル”がなくなった世紀であり，多くの
若者は「自分らしく生きればいい」という価値
観に変わってきているのである。キャリアモデ
ルは，自分でつくっていく以外にない時代に
なったのである３）。
　このことを裏付ける根拠として，若者の「離
転職の理由」が，変わってきているという事実
がある。会社を辞める理由が，２０世紀には“具
体的”であったが，２１世紀に入って非常に“抽
象的”なものになってきている。以前は，「職場
の人間関係が悪い」，「孤独感を感じる」，「上司
に厳しく叱られた」などが辞める理由であった

148 広島経済大学研究論集　第３５巻第４号



が，現在では「自分の興味が生かされない」，
「自分の適性が生かされない」，「自己実現ができ
ない」などの理由が多くなっている。
　進路指導をしていると分かることであるが，
高校生や大学生の中には「自己分析をしても自
分が見えてこない」という悩みを抱える者が多
い。「人間は，一生涯をかけて自己理解をしてい
かなければならない存在である」ということで
あり，自己分析をして自分を“理解できた”と
いう結果を求めているのではない筈である。人
間は，非常に複雑であり変化し続けているもの
であるのだから，自分のことを簡単に分析した
り，理解したりすることはできない。
　自分が見えてきたという者であっても「自分
の興味があることが出来れば自己実現であり，
それ以外はあまり良い働き方ではない」，「転職
はよいことだ」というような現実離れした価値
観をもってしまい，早期に離職する若者が増え
ている。阿部真大の研究でも，正社員よりもフ
リーターの方が「自分らしさ志向」が強いとい
う結果が出ている４）。筆者は，この“自分らし
さ”という概念そのものを懐疑的に見ている。
自分らしさというものは，志向するものではな
く，長い期間，仕事をしていく過程で，自然に
見えてくるものである。
　今後の職業教育は，時間軸として複雑で長い
人間の一生を対象として考える「キャリア教育
の視点」が必要になり，“エンプロイアビリティ
（employability）”という言葉で表現される能力
を身に付けさせる必要がある。筆者は，２０世紀
型の職業教育に，キャリア教育を“注入して混
ぜる”ことが求められているのではないかと考
えている。“混ぜる”ことで，学ぶ意欲やコミュ
ニケーション能力の重要性に気付くのではない
だろうか。その結果，働く意欲や生活能力が高
まり，人生に対する意欲そのものが高まるもの
と考えられる。
　以下，本研究においては，キャリア教育が注

入された“２１世紀型の職業教育”を『新しい職
業教育』と呼び，これまでの“２０世紀型の職業
教育”は，『旧来の職業教育』と呼ぶことにす
る。
　筆者は，「職業教育」は「キャリア教育」の
主要な部分であり，その“核”となるものであ
ると認識している。職業教育の対象となってい
ない小学校入学前の幼稚園生や社会人をカバー
して，人間の一生涯を通した教育とするために，
キャリア教育の考え方を旧来の職業教育に注入
することに意義がある。「旧来の職業教育にキャ
リア教育を注入して混ぜることで融合させ，“２１
世紀型の新しい職業教育”を創造することがで
きるのではないか」という仮説を立てて研究し
ていきたいと考えている。

１．　職業教育（Vocational Education）と
キャリア教育（Career Education ）

１．１　職業教育の概念

「職業教育」の語源は，１８８３年『東洋学芸雑
誌』に発表された，手島精一の「職業教育論」
や，菊池大麓が訳したジェー・スコット・ラッ
セル著『職業教育論』にあるとされている５）。手
島や菊池が訳した原語はvocational educationで
はなく，technical education であり，職芸教育
とか技芸教育とも訳していることから分かるよ
うに，職業教育という概念は，普及していた訳
ではない。
　明治時代には，職業教育という概念が実態と
しては存在していなかったのである。我が国で
は，欧米流の個人の側からの発想に基づく職業
教育，技芸（技術）教育ではなく，国家の側か
らの要請を意味する「実業教育」という用語が
公式に取り上げられていたのである。その根拠
として，１８９３年（明治２６年）の実業補習学校規
程，１８９４年（明治２７年）の実業教育国庫補助法
などの成立をあげることができる。
　わが国において「職業教育」という用語は，
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１９１７年（大正６年）のアメリカのスミス・
ヒューズ法以降，vocational education の訳語と
して普及し，１９２１年（大正１０年）の女子職業学
校の設置以降，定着していったのである。
　１９５１年（昭和２６年）以降の産業教育振興法に
よって市民権を得た「産業教育」という用語が，
わが国固有の概念として登場する。この産業教
育の概念は，欧米の職業教育よりもやや幅広い
対象を含み，個人の側よりも生産社会の側から
の要請に重きを置いたものである。
　第二次世界大戦後のわが国の職業教育は，主
に中学校の職業科と高等学校の職業に関する学
科・教科で行われている教育を意味してきた。
新制当初の中卒就職者は，約５５万人であり，高
卒の就職者３２万よりも多かったこともあり，中
学校で就職準備のための職業教育を行うことは
必須のことであった。新学制下の中学校の方向
性を特色づける教科として登場した「職業科」
は，その後「職業科及び家庭科」，「職業・家庭
科」となる。１９５８年（昭和３３年）には，「技
術・家庭科」に取って代わられ，このときに商
業分野が除かれることになる。中学校の職業教
育は，農業と工業の教育を意味するものになっ
たのである。
　高等学校の職業教育は，農業，工業，商業，
水産，家庭，看護などの大学科において，職業
に必要な知識・技術，態度を習得させる教育を
行ってきた。１９７０年代まで，例えば，次のよう

な自己完結的な目標を掲げて行われてきた。

 

　１９７０年代以降，普通科高校への進学希望者が
増加して，職業高校（専門高校）の相対的な地
位が低下してきたこともあって，高等学校の職
業教育は，自己完結的な性格のものではなく，
工業や商業に関する基礎的知識，スキルの教育
に焦点化し，企業での補完訓練を前提としたも
のになっていったのである。
　広義の職業教育は，「職業による教育」であ
り，狭義の職業教育は，「職業のための教育」と
いうことである。デユーイは，“あるべき職業教
育”は，前者であるとした。つまり，欧州的な
単一の職業に直接的に準備する教育ではなく，
アメリカ的な間接的で職業指導的な教育が，本
来の職業教育であると主張したのである６）。我が
国の高等学校における職業教育は，欧州諸国の
ように職業資格の取得を前提にしたものではな
く，高等学校の学習指導要領の枠内で，普通教
育とともに実施される専門教育の一形態である。
　現行の『学習指導要領』に即して述べるなら
ば，卒業履修単位数は“７４単位以上”とされて
おり，そのうち専門（職業）教科・科目は，“２５
単位以上”の履修が義務付けられているに過ぎ
ない。つまり，全体の三分の一の単位を専門

工業の中堅（初級）技術者の育成工業高等学校

商業・経営管理・事務従事者の育成商業高等学校
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表１　職業教育（Vocational Education）の概念

具　　体　　例内　　　　　容名　　　称

連
　
続
　
す
　
る

↓
↓

高校で学習する国語，数学などの
普通教科科目等

すべての職業に共通の内容
国民に共通の内容普　通　教　育

工業，商業など職業高校で
習得する専門教科科目等

特定の職業群に対応する内容
一般教育のやや特殊化専門化した
内容

広義の
職業教育

職業教育
職業訓練機関や事業所での職業訓
練等

特定の職業に対応する内容
広義の職業教育の特殊化専門化し
た内容

狭義の
職業教育

出所：教職問題研究会編（２００２）『教科外教育の理論と実践 Q ＆ A』ミネルヴァ書房，p. ５６.



（職業）科目の履修にあてているのが現状であ
る。専門学科では，学科ごとに基礎科目，つま
り“原則履修科目”が指定されている。例えば，
商業科では「ビジネス基礎」と「課題研究」の
２科目が原則履修科目として指定されている。
その他に，簿記や情報処理，マーケティングな
どの専門科目から構成され，全体として実験・
実習を中心に教育課程を編成することになって
いる。
　筆者は，高等学校の専門教育の“量”が，決
して過大なものではないことを強調しておきた
い。専門高校では，国語や数学，英語といった
普通教科・科目の学習についても，これまで重
視してきているという事実を示しておく。ただ
し，「専門教育のウェイトを増やし，全体の半分
程度にすべきである」という意見に反対してい
る訳ではない。

１．２　キャリア教育（Career Education ）の概

念

　最初に，我が国の「キャリア教育」の概念規
定を考察しておきたい。
　文部省（現在の文部科学省）に関連する政策
文書において，「キャリア教育」という用語が使
用され始めたのは，１９９９年の「初等中等教育と
高等教育の接続の改善について」（以下「１９９９接
続答申」と省略する）である。その中で，「キャ
リア教育を次のように説明している。

 

　この定義の中に出てくる「望ましい職業観・
勤労観」とは何かということについては「１９９９
接続答申」では触れられていない。

「学校と社会及び学校間の円滑な接続を図るための
キャリア教育（望ましい職業観・勤労観及び職業に
関する知識や技能を身に付けさせるとともに，自己
の個性を理解し，主体的に進路を選択する能力・態
度を育てる教育）を小学校段階から発達段階に応じ
て実施する必要がある。」

　学校教育において，キャリア教育の中心的な
役割を担っているのが，「進路指導」である。問
題は，その進路指導が児童生徒の適性と進路の
マッチングが中心になっているのが現実だとい
うことである７）。筆者は，キャリアを形成して
いく意欲や能力を育てるためには，キャリア発
達を支援する「新しい職業教育」が不可決だと
考えている。なぜならば，職業的な能力が身に
付いていなければ，キャリアを形成することな
ど不可能だからである。職業的な能力を身に付
けるためには，長期の期間が必要である。高等
学校の３年間や大学の４年間だけでは十分では
ない。そこで，小学校段階から職業に関する知
識や技術について興味・関心を持たせ，中学校
段階では産業社会・職業の現実を知ろうとする
意欲や，働くことについての基本的な態度を育
てる指導が必要になってくる。
　学校教育において，職業の視点が完全に抜け
落ちて，忘れられているのではないだろうか。
そのことに気付いてブームのように「キャリア
教育の推進」が叫ばれているのであるが，教員
は「学校教育と職業を結びつける必要性はない」
という意識が強いため，多くの学校で本格的に
職業に関する内容を指導しようとしない。表面
的・形式的には，学校のキャリア教育計画に入
れているが，実際は，時間や労力の少ない進路
講演会であったり，職場（工場）見学であった
りする。中学校や高等学校で，インターンシッ
プ（就業体験）などの取り組みがあっても，そ
の前後に職業教育がないため，生徒にとっては
一過性の行事でしかない。進路を切り拓いてい
くために必要な“職業的な能力”を身に付ける
教育は，保障されていないので，「キャリア教育
が実質的に形骸化してしまう」ことになる。形
骸化しているのは，児童生徒に何の責任もない
ことである。一方的に学校の教員に責任を押し
付けることもできない。ただし，教員が児童生
徒という個人の側から社会を考えるという姿勢
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に囚われて，社会の側（職業の側）から生徒個
人を考えるという姿勢に転換できていないとい
う問題はある。
　根本的には，学校教育に職業的な意義を認め
ていない教育制度や教育政策に課題があるとい
うことを指摘しておきたい。

１．３　勤労観と職業観の定義

「勤労観・職業観」の定義については，２００２
年１１月に国立教育政策研究所から出された「児
童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進につ
いて」において明確にされている。
　それぞれ，次のように定義されている。

　勤労観（labor view）は，働くことに対する個
人のスタンス（構え）であり，職業観（occupa-
tional view）は，職業に対する個人の認識のこ
とである。勤労観と職業観の関係は，どのよう
に捉えればよいのだろうか。一般的には，図１
のような関係になっていると言われている。勤
労観が基盤になって，職業観を育むということ
である。
　筆者の高等学校での勤務経験から考えて，勤
労観の育成は，学校の教育活動全体で行ってい
るが，職業観については育成できているとは言
い難い。なぜならば，教育そのものが職業と完

『勤労観』は，「勤労に対する価値的な理解・認識で
ある。職業としての仕事や勤めだけでなく，ボラン
ティア活動，家事や手伝い，その他の役割遂行など
を含む，働くことそのものに対する個人の見方や考
え方，価値観であり，個人が働くこととどのように
向き合って生きていくかという姿勢や構えを規定す
る規準となるものである。」

「『職業観』は，人それぞれの職業に対する価値的な
理解であり，人が生きていく上での職業の果たす意
義や役割についての認識である。『職業観』は，人
が職業そして職業を通じての生き方を選択するに当
たっての基準となり，また，選択した職業によりよ
く適応するための基盤となるものである。」

全に切り離されて，就職準備学習という機能が
失われているからである。筆者の進路指導の経
験から言えることであるが，高等学校の３年生
で就職を希望する生徒であっても，職業に対す
る認識は極めて希薄な状態にあることが多かっ
た。これは，決して生徒の責任ではない。我が
国では，実社会の現実の職業について実際的体
験的に学ぶ機会が保障されていないため，児童
生徒は限られた情報の中から，日常生活で接す
る機会のある特定の職業について理解している
に過ぎない。
　筆者は，職業観を育成するためには，体験的
に学ぶ職業教育が不可欠だと考えている。学校
の現実を直視すれば，「学校の教育活動全体を通
して職業観を育む」という理想論だけでは，こ
の問題が永遠に解決しないことは明らかである。
「勤労観」や「職業観」を育成する前に，現代社
会における労働や職業の状況を，科学的に認識
するための力を育てることが重要である８）。ま
た，社会で求められる専門的な知識・技術をど
こで教育するのかという課題が存在することを
忘れてはならない。
　キャリア教育において，この勤労観と職業観
の育成を強調することで，多くの学校で職業教
育ができていないという問題を解決したような
錯覚を与えてはならない。全国の多くの普通科
高等学校で，キャリア教育の中核となる「職業
教育は展開されていない」が，それを不問に付
することができる訳ではない。
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図１　勤労観と職業観の関係図



１．４　キャリアとキャリア教育の定義

１．４．１　キャリアの定義

　キャリア概念に近い言葉は，「職業経歴」で
ある。しかし，キャリアには，職業経歴では十
分に表現しきれない独自の意味が内包されてい
る。
　文部科学省が２００４年（平成１６年）に公表した
「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協
力者会議報告書」の中で提示されているキャリ
アの定義は，次のとおりである９）。

 

　この定義を，簡潔に要約すると，「キャリアと
は，生涯を通しての個人の生き方であり，一生
を通じての仕事の経歴である」ということにな
る。もっと短くすれば「キャリアとは，個人の
生き方のこと」ということである。
　キャリア概念を深く理解するために，先行研
究をもとにして考察する。
　金井壽宏は，英語のキャリアの同義語から５
つのカテゴリーに分類して，キャリアの概念を
解明している１０）。

「キャリアは，『個人』と『働くこと』との関係の上
に成り立つ概念であり，個人から独立して存在し得
ないということである。………個々人が生涯にわ
たって遂行するさまざまな立場や役割の連鎖および
その過程における自己と働くこととの関係付けや価
値付けの累積である。」

　キャリアは，この５種類の意味が包含されて
おり，どれを強調するかによって多様な定義が
生まれる。キャリアを的確に表現する日本語は
見つからないため，言語をカタカナで表現する
ことで日本語として扱われている。
　文部省は，その２年後の２００４年１月に「キャ
リア教育の推進に関する調査協力者会議報告書」
（以下，「２００４報告書」と省略する）を出してい
る。この「２００４報告書」では，キャリアとは
「個々人が生涯にわたって遂行する様々な立場
や役割の連鎖及びその過程における自己と働く
こととの関連づけや価値づけの累積」としてい
る。これは，次に示すスーパー（Super １９８０）
の定義と一致するものであろう。

 

　「キャリア」というものを広く“ライフ・キャ
リア”と捉えれば，“ある人の生き方”という意
味に近いと考えられる。しかし，職業とか職業
上の能力といった意味を含めて，仕事に関連し
た経験や活動を明確にする場合には“職業キャ
リア”と言える。ライフ・キャリアにしても職
業キャリアにしても，長期的な時間軸が前提に
なっている。つまり，過去・現在・未来という
時間軸をもって，諸経験の連続としてキャリア
を捉えるということであろう。「今（いま）」と
いうものを，過去と未来という時間軸の中の
“通過時点”として捉えるという意味である。
　渡辺三枝子によれば，“個別性（individuality）”
が，キャリア概念を構成する不可欠で最も重要
な要素であるという。個別性という概念は，西
欧の文化圏では人間観の根底にある思想である
が，わが国の価値観の中では焦点化されてこな
かったために，この個別性という要素が欠如し
ていると指摘している。

「A career is defined as the combination and 
sequence of roles played by a person during the 

course of a lifetime」（：キャリアとは，生涯過程を
通して，ある人によって演じられる諸役割の組み合
わせと連続）
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表２　「キャリア（career）」という単語に内包されて
いる５つの意味

行程，軌跡，通過点前進（する）１

後退，回帰，漂流進行（する）２

一連の仕事，使命，専門
職，生涯の仕事具体的な職業３

レース，目標を目指して殺
到する様子や競争猛進（する）４

熟練した，経験を積んだ，
専門的達成された状態５

＊渡辺三枝子編著（２０１０）『新版キャリアの心理学』
ナカニシヤ出版，p. ８.より　筆者作成



　渡辺らの研究によると，キャリア概念に内包
されている意味は，次の４つである。

　この４つの概念は，独立しているものではな
く，相互に関連し合っているとしている。確か
に，キャリアという概念は，“個人”と“働くこ
と”との関係の上に成立する概念であることか
ら，“個人”つまり個別性という概念を内包して
いると言えよう。また，“働くこと”について
も，時間的流れや空間的な広がりを視野に入れ
れば，職業生活だけでなく，学校生活や家庭生
活，市民生活などの中で経験する様々な役割を
遂行する活動を含むものであることは理解でき
る。
１．４．２　キャリア教育の定義

「２００４報告書」では，キャリア教育を「『キャ
リア概念』に基づき『児童生徒一人一人のキャ
リア発達を支援し，それぞれにふさわしいキャ
リアを形成していくために必要な意欲・態度や
能力を育てる教育』」として説明し，「端的には
『児童生徒一人一人の勤労観・職業観を育てる教
育』」としている。
　この定義では，前提として「キャリア発達」
についての定義が必要になる。
「キャリア発達とは，ある人の一生という時間軸
の中で，社会との相互関係を保ちつつ，自分ら
しい生き方を展望し，実現していく力の形成の
過程である。」
　換言すれば，実社会で働くこと（役割遂行）

で，自分を捉え（自己理解），コントロールし
（自己統制）して，方向づけていくプロセスが
「キャリア発達」である。そして「キャリア」
は，子ども発達段階や発達課題の達成と深くか
かわりながら段階を追って発達していくもので
あるから，外部から組織的・体系的な働きかけ
が重要になってくる。特に，高等学校教育では，
一人一人の生徒を職業人（社会人）として自立
して生きてけるように促す指導が求められてい
ると言えよう。つまり，大きく変化する社会に
おいても，“自分らしく”生きていくために必要
な能力や態度を育てていくことが重要である。
　人間は，単に年齢を重ねるだけでなく，社会
の中で様々な経験をしながら，つまり働くこと
で社会の一員としての役割を果たし，主体的に
生きていく力が育成されてくることは確かなこ
とである。
　キャリア教育で重要なことは，社会の中で生
きていく個人を社会の側から考えることであ
る１１）。しかし，現在，学校で展開されている
キャリア教育は，それが個人の側から社会を考
えるということになっている。つまり，自分が
好きなこと，やりたいこと，自分らしさを考え
させる指導をしている。その結果，生徒は，将
来の進路についての選択肢が非常に狭くなった
り，自分自身が分からなくなったりして悩んで
いる。

１．５　キャリア教育の新しい定義とキャリア・

アンカーの概念など

１．５．１　キャリア教育の新しい定義

　「２００４報告書」によって，キャリア教育の意
義は，勤労観と職業観という二つの“観”の教
育に置かれているということが分かり，「キャリ
ア教育」の意味内容が確定されたと言われてい
る。２００４年が，我が国の学校教育における
「キャリア教育元年」と呼ばれている所以であ
る。
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表３ キャリア概念に内包される４つの概念

人と環境との相互作用の結果：職業や職務へ
の個人的な働きかけ１

時間的な流れ：時間的に長期にわたる経験，
生き様の積み重ね２

空間的広がり：具体的な空間（環境や場）を
舞台とする３

個別性：個々人の独自な体験に限られる４

＊渡辺三枝子編著（２０１０）『新版キャリアの心理学』
ナカニシヤ出版，pp. １２–１６.より



「２００４報告書」のキャリア教育の新しい定義
とは，次のようなものである。

“社会的・職業的自立”とは，簡単に言えば
“仕事に就くこと”であり，そのために必要な
“エンピロイアビリティ”の育成に軸足を移した
と言える。これまでは，勤労観・職業観の育成
という“内面の教育”に軸足があったのである
から，大きな変更と言えよう。
　職業教育の定義についてみると，「『職業教育』
とは，一定又は特定の職業に従事するために必
要な知識，技能，能力や態度を育てる教育」で
あると定義している。
　筆者は，普通科高校生と専門高校生等を区別
する必要があるとは考えていない。普通科の高
校生にも職業教育の必要性があり，教育の可能
性もあるからである。当然，専門高校生等にも
キャリア教育は必要である。このことは，高等
学校の現状を踏まえれば，自明のことである。
普通科高校でも選択科目などを設定して職業科
目の指導をしている学校が多くある。専門高校
や総合学科高校では，職業科目（専門科目）だ
けを指導している訳ではなく，普通科目の教育
も行っている。
　問題提起をしておきたいことは，普通科高校
では，大学入試に対応するために英語・数学・
国語などの普通教科の科目だけを設置している
学校がいまだに多く存在しているという事実で
ある。普通科高校に学ぶ生徒も，将来は必ずど
こかに就職して働く訳である。つまり，職業教
育はすべての高校生に必要だということである。
将来，実社会で働くためには産業社会や職業に
ついての系統的な学習や経験が不可欠であるに
も拘わらず，大学進学（受験）のための準備学
習だけを徹底して行っているという矛盾がある

「『キャリア教育』とは，一人一人の社会的・職業的
自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てる
ことを通して，キャリア発達を促す教育である」

ということを指摘しておきたい。
　わが国では，普通科高校におけるいわゆる
“普通教育”を重視するあまり，職業教育の必要
性や重要性についての認識が希薄なものになっ
たのは事実である。
　２００６年１２月に教育基本法（法律第１２０号）が
改正された。その第２条第２項で「職業」が位
置付けられたことは，特筆されるべきことであ
る。その後，２００７年６月に学校教育法（法律第
９６号）が改正され，次のように「職業」に関す
る教育の重要性が明らかにされた。

　２００７年に改正された学校教育法（法律第９６
号）の第５０条では，高等学校の目的を次のよう
に定めている。

　高等学校では，普通教育と並んで専門教育を
行うことが求められているのである。ここで，
専門教育というのは，これまで“職業教育”と
表現してきたものである。この専門教育（職業
教育）を世界的な視点で捉え直してみるべきで
はないだろうか。世界では，職業教育は人間が
人間らしく生きる権利を基礎にした労働権と教
育権を統一した“人権”として捉えられている。
　わが国では，２０１１年度の時点で，高等学校の
７２.３％が普通科高校であり，職業学科１９.４％，
総合学科５.２％の割合である。EU１９か国の平均
では，普通科高校は半数弱であるので，わが国
の普通科高校の割合が突出して高いことが分か
る。若者の早期離退職の問題やニート（NEET）
やフリーターの数が問題視されている状況が
あって，「普通科高校と専門高校等の割合が現行

「職業についての基礎的な知識と技能，勤労を重ん
ずる態度及び個性に応じて将来の進路を選択する能
力を養うこと」

「高等学校は，中学校における教育の基礎の上に，
心身の発達及び進路に応じて，高度な普通教育及び
専門教育を施すことを目的とする」
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のままでよいのか？」という制度的な問題を提
起しておきたい。
　教育の基本原理からもう一度，職業教育の価
値や意義を考え直してみる必要があるのではな
いだろうかというのが，筆者の問題意識である。
普通科高校の教育内容や水準に適応できている
高校生が，日本だけ特別に多く存在していて，
専門高校での職業教育（専門教育）の必要性が
低いといとは，到底，考え難い。筆者は，キャ
リア教育の視点から考えても，専門高校の教育
的な意義や価値は，一般に議論されているより
も相当に大きなものがあると考えている。
　専門高校の現状と社会の変化を踏まえれば，
専門教育の教育内容や水準も見直しが必要であ
ることは確かであり，旧態依然たる職業教育を
展開しているようであれば，産業社会からの期
待を大きく裏切ることになりかねない。一般社
会からの専門高校における職業教育に対する評
価が相対的に低く，大学進学率の上昇によって
普通科志向が強くなっていったのである。高等
学校全体における専門高校の位置付けが上昇し
たという事例は，全国的に見ても極めて少ない。
　もう一つ考え直すべきことを提案しておきた
い。それは，「中学校や小学校においても職業教
育（専門教育）が必要なのではないか？」とい
うことである。現在の小・中学校の学習指導要
領では，具体的な職業教育はほとんど行われて
いない。特に中学校から高等学校へ移行〈進学〉
する時に，具体的な職業教育を受けていない生
徒は，農業・工業・商業などの職業教育の価値
やその重要性を理解することができないであろ
う。
　中学校では「技術・家庭科」という教科で指
導しているということかもしれないが，その内
容はいわゆる“職業教育”でなない。後述する
ように職業との関連性は薄く，学習時間も相対
的に見て少ないものだと言える。

１．５．２　キャリア・アンカー（Career Anchor）

の概念

　エドガー H.シャイン（Edger H. Schein）の
研究によって，「キャリア・アンカー」の概念
を浮かび上がらせた１２）。キャリア・アンカーと
は，簡単に言えば“職業上の自己イメージ”の
ことである。
　「アンカー（Anchor）」とは，“錨（いかり）”
であり，どうしてもこれだけは諦めたくないと
思う，際立って重要な領域を示すラベルを意味
している。自分に適していない仕事に就いたと
きに，もっと自分に適している何かに「引き戻
されている」というイメージを，シャインは，
アンカー（錨）に例えているのである。
　キャリア・アンカー（Career Anchor）の定
義は，「キャリアに関する自分自身の志向（やり
たいこと，目標など）や価値観，得手・不得手，
好き嫌いなどについて，自分がどのように認識
（理解）しているかということ」である。
　「キャリア・アンカー」は，キャリアにおけ
る選択，具体的には，職業や職種，勤務先など
を選ぶ際の判断基準となるものである。キャリ
ア選択の基本指針として，キャリアを方向付け
る役割を果たすものである。アンカーとは，
キャリアにおいて絶対に譲りたくない大切なこ
とであり，筆者はアンカーを日本語として意訳
するならば“軸（じく）”に近い概念だと考えて
いる。
　シャインは，キャリア・アンカーの構成要素
として，次の三つをあげている１３）。

①自覚された才能と能力
②自覚された動機と欲求
③自覚された態度と価値

　この三つが統合された自己概念によって，
キャリア・アンカーは組織化されるとしている。
“キャリア発達”は，この要素をベースにした自
己概念にキャリアを統合する一つのプロセスで
あるとシャインは述べている。
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　シャインは，次の８つのキャリア・アンカー
を考えた。

　シャイン理論は，社会人を対象にした研究の
成果である。実際に仕事をしていない中学生や
高校生が，明確なキャリア・アンカーをもって
いるとは思えない。もっているとしても，周囲
の大人から影響を受けた一時的で流動的なもの
であろう。シャインも職業に就いてか５～１０年
経過後に，個人のキャリア・アンカーが明らか
になると主張している。
　実際の学校現場で，どのようにシャインの理
論を応用することができるだろうかという問題
がある。確かに，生徒への進路指導の際に，生
徒のキャリア・アンカーをさぐることで，キャ
リアの方向性を明確にできるかもしれない。少
なくとも，生徒にキャリア・アンカーの存在を
意識化させることは可能である１４）。それは，生
徒の自己分析や診断によって，ある程度は知る
ことができるが，実際の出会いや体験が少ない
場合は，漠然としたものになる。職場を訪問さ
せたりたり，仕事の一部を体験させたりするこ
とで，生徒が，自分のキャリアや仕事に対して
何を求めているのかというニーズを，ある程度，
教員は把握しておくべきである。
　シャインの理論は，社会人が人生で何を求め
るのかを，“インサイド”の視点から８つに整理
して見せてくれたものであると理解している。
キャリア・アンカーは，自分の内側の声を内省
しながら聞くことで気付くことができる。筆者
は， ８つのキャリア・アンカーは，どれも重要
であり，価値あるものだと考えている。ただし，
人間は， ８つに分類できるような単純なものだ
ろうかという疑問を感じる。シャインは「個人
は唯一のキャリア・アンカーを有する」と主張
しているが，人間はもっと複雑なものであり，
仮に８つに整理できたとしても，現実にはその
いくつかが複合的に組み合わせられたものにな
るのが普通であろう。また，二つ以上のキャリ
ア・アンカーをもった人の方が多いのではない
だろうか。
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（１）専門・職能別コンピタンス Technical / Func-
tional Competence

　“特定の仕事”（企画・販売・人事・エンジニアリ
ングなど）に対する高い才能と意欲を持ち，専門家
として能力を発揮することに満足と喜びを覚えるタ
イプである。このタイプの人たちは，ほかの仕事に
移ると，自分の能力があまり生かされないため，満
足度が低下する。
（２）全般管理コンピタンス General Managerial 

Competence
　集団を統率する能力や権限を行使する能力を発揮
し，組織内の機能を結びつけて，対人関係を処理
し，組織の期待に応えることに喜びを感じるタイプ
である。このタイプの人たちは，出世志向で経営者
（ゼネラル・マネージャ）になることが価値あるこ
とと考えている。
（３）自律・独立 Autonomy Independence
　組織内のルールや規則に縛られることなく，仕事
のペースを自分の裁量で自由に決めることを望むタ
イプである。このタイプの人たちは集団行動のため
に規律が求められる企業組織に属することは好ま
ず，独立の道を選択する傾向がある。
（４）保障・安定 Security / Stability
　仕事の満足感や経済的な安定を得ること望み，
ゆったりした気持ちで仕事をしたいと考えるタイプ
である。このタイプの人は，一つの組織に勤務し
て，組織への忠誠や献身がみられる。
（５）起業家的創造性 Entrepreneurial Creativity
　新しい製品・サービスを開発したり，資金を調達
して組織を立ち上げたりすることに燃えるタイプで
ある。このタイプの人たちは，達成したものが自分
の努力によるものだという欲求が原動力になる。
（６）奉仕・社会貢献 Service / Dedication to a 

Cause
　暮らしやすい社会の実現，他者の救済，教育など
価値あることを成し遂げることを重視するタイプで
ある。このタイプに人たちは，転職してでも価値が
あると思い，関心をもった分野で仕事をする機会を
求める。
（７）純粋な挑戦 Pure Challenge
　不可能と思えるような障害を乗り越えること，解
決不能と思われてきた問題を解決することなどを追
求するタイプである。このタイプの人たちは，常
に，新しさ，変化，難しさを探し求めているため，
特定の仕事や専門性にこだわらない。
（８）生活様式 Lifestyle
　仕事と家庭生活，公的な仕事の時間と私的な個人
の時間のどちらも大切にしたいと願い，両者の適切
なバランスを考えているタイプである。このタイプ
に人たちは，「ワーク・ライフバランス」（：仕事
と，それ以外の人生，つまり家庭や娯楽などでうま
くバランスを取ろうとする考え方）が重要だと考
え，それが可能な仕事を選択する。



　また，「個人のキャリア・アンカーは変化し
ない」と考えがちであるが，シャインは，「これ
までの研究結果からは，キャリア・アンカーは
安定的であるとする方向性へ傾いている」と述
べているように，実証されている訳ではない１５）。
　一般に「仕事に生きるのか？」，「家族を大切
にして家庭円満を重視した生き方をするのか？」
という二者択一の問題にして考えることがある
が，その答えは両方が大事だということである。
軸足をどちらに置くのかという問題に置き換え
て考えれば，選ぶことは可能かもしれない。た
だし，中学生や高校生は，仕事を経験している
訳ではないので，キャリア・アンカーが明らか
になっていないのが一般的である。学校を卒業
してから，個人が仕事をしていく過程で，自己
概念を明確にしていく際に，シャインの８つの
キャリア・アンカーが役立つだろう。
１．５．３　キャリア・サバイバルとキャリア・

ダイナミックス

　シャインは，１９９５年に『キャリア・サバイバ
ル（Career Survival）─職務と役割の戦略的プラ
ンニング（Strategic Job and Role Planning）』を
著している１６）。その中で，キャリア・アンカー
という個人ニーズの明確化だけではなく，環境
からのニーズや組織ニーズの分析が必要である
ことを強調している１７）。
　言うまでもなく，サバイバルというのは，生
き残るという意味である。職場で生き残るため
には，特定の職業や組織の中での役割と，上司
や利害関係者からの期待を特定して，目の前の
実際の仕事として実現しなければならない１８）。
　シャインは，自分という個人を眺める主観的
な基準と，自分がいる仕事の世界を眺める客観
的な基準の意義を述べている１９）。
　キャリアを上手く歩むために，内側から自分
を眺め，外側から自分を照らすという二つの見
方によって，自分の姿を振り返るということで
ある。因みに，シャインは，『キャリア・ダイ

ナミックス（Career Dynamics）』（１９９７年）と
いう著書の中で，個人と組織の“調和過程”を
明らかにしている。個人も組織も複雑な環境に
置かれており，両者の相互作用において極めて
動態的なダイナミックスが出現することになる
と述べている。
　学校教育においては，社会や職業から求めら
れているニーズ（要望）という視点から，個人
のキャリア発達や課題を考えて教育していくこ
とが重要だと考えている。なぜならば，個人の
長期的な人生設計や仕事に対するニーズ（欲求）
が，会社における職務や役割と符合していなけ
れば，キャリアが順調に開発されないことが予
想できるからである。個人のキャリア・アン
カーは，重要であることは間違いないが，それ
よりも社会や職業の側から求められているもの
を探ることの方がより重要ではないだろうか。
大変な仕事環境の中で上手く生き残っていくた
めには，大きなプレッシャーに耐え，多種多様
な要望に対処し続けなければならない訳である。
　職業や仕事という“アウトサイド”がもつ特
性に焦点を合わせて，ニーズを十分に理解して
おくことが重要である。その理由は，自分らし
く生きるためには，自分が生きている社会や職
業の世界と照らし合わせなければならないから
である。外側から自分に向けられた変化し続け
るニーズを整理し，職業生活への適応をしてい
くことで，生き残っていける。変化する社会・
経済環境の中で，今がどう変わっていっている
のかを知らなければ，組織内での自分の役割や
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図２　社会・職業のニーズ（要望）と個人のニーズ

（欲求）の関係



期待がどのようなものかを理解できないため，
仕事を上手くこなせなくなる。金井壽宏は，
『キャリア・デザイン・ガイド』（白桃書房）の
中で，これを「自分の居場所を知る視点」と表
現している２０）。
　自分の居場所とは，「環境」のことであり，そ
の環境は，次の４つのアングルから考える必要
がある２１）。
①社会環境　　②業界環境　　③社会環境　　
④家庭環境
　これらの環境が，今後どのように変化してい
くことが予想されるかを，１０年単位の長期的な
スパンで考えるのである。
　我が国の企業では，従来，仕事の経験を積み
重ねることで職業能力を開発して，どのような
仕事でもこなせる“ジェネラリスト”を大事に
する人事・労務管理を行われてきた。しかし，
現在では，企業活動の高度化・複雑化に伴って
キャリア開発を計画的に進めて専門性を高める
必要性が生じ，“スペシャシスト”を大事にする

ようになってきている２２）。
　学校教育の世界で，将来のスペシャリストを
育成するというのが，職業教育である。職業教
育は，未来の具体的な職業生活を見据えて，そ
の専門性の基礎・基本の内容を，現在の学習に
採り入れているのである。
１．５．４　キャリア行動の発達

　スーパー（Super）は，キャリア行動の発達
に焦点をあてた理論を構築している。１９８５年に
「職業的発達段階説」を発表している。ここで
は，最も有名な「生活段階と下位段階」につい
て考察しておきたい。
　キャリア行動を発達論的にアプローチすると
いうのは，どういうことだろうか。発達論的ア
プローチというのは，キャリア選択を選択時点
の一つの行為として捉えるのではなく，キャリ
ア発達という「前進する過程の一部」として捉
えるということである。
　次の表４に示している「マクシサイクル
（maxicycles）」は典型的な発達課題を示してい

学校における職業教育とキャリア教育に関する研究（Ⅰ） 159

表４　スーパーの示した生活段階と下位段階

MaxicyclesMinicycles移　行　年　　齢

出生興味，空想，好奇心１歳～１１歳

成長① growth能力１１歳～１４歳

探索② exploration仮の決定

  移行

１４歳～１８歳

試行１８歳～２５歳

確立③ establishment安定，試行

  移行

２５歳～３０歳

進歩，不満，堅実３０歳～４０歳

４０歳～４５歳

維持④ maintenance保持

  移行

４５歳～５０歳

革新的，時節に合っている，沈滞５０歳～６０歳

減速６０歳～６５歳

衰退⑤ disengagement専門化，解放

  移行

６５歳～７０歳

退職７０歳～７５歳

死７５歳以降

＊渡辺三枝子・E. L.ハー著（２０１１）『キャリアカウンセリング入門』ナカニシヤ出版，p. ８１．の
図を参考にして筆者作成



る。「移行」は，「ミニサイクル（minicycles）」
の各段階が再び繰り返されることを意味してい
る。出生から死にいたるまでを成長期・探索
期・確立期・維持期・衰退期に分けたキャリア
発達段階を「マクシサイクル」と呼んでいる。
「ミニサイクル」は，マクシサイクルを構成する
各段階の間に挿入された意思決定過程，つまり
《空想 ⇒ 試行 ⇒ 現実》のサイクルのことであ
る２３）。
　確かに，発達論的な視点で考えれば，学校か
ら社会への移行期だけに焦点を当てることはで
きなくなる。それだけでなく，雇用状態から失
業状態への“移行”や，失業状態から雇用状態
への“移行”も人生の中で何度も遭遇する。そ
して，雇用状態から引退（退職）ということで
職業生活を終えるという，職業生活のすべてを
広角に捉えていく必要がある。発達論的アプ
ローチでは，その過程で個人が主体的に意思決
定をして，選択していくことを繰り返しながら，
“生涯発達し続けるものだ”という仮定が置かれ
ている。換言すれば，生涯にわたって繰り返さ
れる選択と適応の連鎖の過程を研究していくこ
とが，キャリア行動に関する発達論的アプロー
チだと言える。個人も成長し変化していくが，
環境も激しく変化しているのが，現代社会の特
徴である。
　１９８６年にスーパーは，「キャリア・レイン
ボー」モデルを新たな見解として提示している。
スーパーは，次の内容を示唆したのである。

 「我々は，生涯を通して，多様な役割を同時に複数
の舞台の上で演じていることに気付かせ，役割は相
互作用をしているので一つの役割で成功すれば他の
役割でも成功し，逆に一つで失敗すれば同時に他の
役割も上手く演じられなくなっていく。」
「そのときそのときに生活役割をどのように組み合
わせるかが，そのときの生活様式を作り，こうした
生活様式の連続が生活空間とキャリア・サイクルを
形成するのであり，このような生活構造全体がキャ
リア・パターンである。」

　スーパーは，我々が演じる役割として，①子
ども，②学ぶ者，③余暇人，④市民，⑤働く者
（失業も非就職も含む），⑥配偶者，⑦家庭保持
者，⑧親，⑨年金受給者，の９種類を示してい
る。また，役割を演じる舞台として，①家庭，
②地域社会，③教育機関，④職場，の４つをあ
げている。スーパーは，働くことを他の生活と
切り離さないで，働く者という役割は，他の役
割と絡み合っていると説明しているのである。

１．６　職業教育とキャリア教育の関連

　ここでは，「職業」と「キャリア」の関連を
明らかにしておく。スーパーによれば，両者の
相違を表５のように論じている。

「職業」は，収入と雇用を前提とした社会・経
済的な役割の単位を示す“社会的な概念”であ
る。他方，「キャリア」は，職業とともに，雇用
から距離を置いた状態での活動や，内面的な側
面を含む人間役割の変化・プロセスを示す“時
間上の概念”であると言える。
　職業は，キャリアの主要な部分であり，“継続
的な人間の活動”であるという点では，共通し
ている。
“そもそも職業とは何か？”について，夏目漱
石は，『私の個人主義』の中で次のように述べて
いる２４）。

 「…… 職業というものは要するに人のためにするも
のだという事に，どうしても根本義を置かなければ
なりません。人のためにする結果が己のためになる
のだから，元はどうしても他人本位である。すでに
他人本位であるからには種類の選択分量の多少すべ
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表５　職業とキャリアの違い

人が従事する仕事活動のタイプ，同じや
り方で組織された同じ課業のグループ職　　業

人が生涯を通して従事し，占める一続き
の職業，職務（jobs），職位（positions）キャリア

※筆者作成



　職業は，自己本位なものではなく，他人本位
なものだという意味であり，自分の意思を抑制
することを伴うものが職業だということであろ
う。夏目漱石は，大学に“職業学”という講座
を設けて，職業の分化発展の意味を教えて，現
在はどのような職業があるのかを，就業場所も
含めていちいち明細に説明してやってはどうか
と考えたことがあると述べている。
　また，梅沢正は，『職業とは何か』という著書
で次のように述べている２５）。

 

　普通は，「人が職業を選ぶもの」だと考えてい
るが，実際には，「職業が人を選んでいる」とい
う側面もあると主張している。職業は社会が要
請する仕事と事業の中にある訳であり，職業を
選択するには，社会を理解する必要があると述
べている。確かに，職業選択にあたっては，自
己理解よりも社会理解の方に重点を置くべきな
のかもしれない。
　次に，“キャリア教育と職業教育との関連”
は，どうなっているのかという問題を，ケネ
ス・ホイト（Hoyt. K. B. ２００５）の所説によって

てを他を目安にして働かなければならない。」

「つまり職業は，それぞれに，ある種の人物や特定
の能力保持者を適材として求めるのです。職業は，
その担い手に関心を持ち，多くのことを担い手に要
請していると言ってもいいでしょう。」

整理しておきたい２６）。
　表６に示したように，職業教育（vocational 
education）とキャリア教育（career education）
は，ともに将来の職業や仕事と深くかかわって
行われる教育活動であることから，両者の“主
たる目的”や“習得するスキルの性格”には，
共通点があることが分かる。職業教育は，キャ
リア教育の一部を構成し，その中核をなすもの
という位置付けがされている。
　確かに，高等学校における職業教育は，農業
や工業，商業などの産業分野ごとの職業に従事
するための準備学習という捉え方ができる。専
門高校では，学校でいわゆる理論科目（座学科
目）の学習によって専門的な知識を習得し，校
内実習や産業現場での実習によってスキル訓練
を行っている。職業教育は，このような職業能
力の形成を主たる目的としているけれども，他
方で意欲や価値観といった人間の内面的な側面
の形成も目的としていることを忘れてはならな
い。つまり，高等学校の職業教育では，創造的
な能力と実践的な態度などの“一般的な雇用ス
キル”の習得についても教育しているのである。
　２００８年７月に「教育振興基本計画」が閣議決
定されている。その中で“特に重点的に取り組
むべき事項”として，「キャリア教育・職業教育
の推進と生涯を通じた学び直しの機会の提供の
推進」が取り上げられている。筆者が注目すべ
きだと感じているのは，“キャリア教育と職業教
育が併記”されていることである。高校生に関
しては，キャリア教育の対象を限定しており，
普通科の高校生だけになっている。普通科の高
校生以外，つまり専門高校生等には職業教育を
施すという訳である。

 

　このように単純に区別しているが，普通科高

普通科高校生　⇒　キャリア教育

専門高校生等　⇒　職業教育
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表６　キャリア教育と職業教育の概念

主たる目的は，キャリアへの直接的・専
門的準備だけでなく，気づきや探索（一
般的準備）も含む。キャリア

教育
習得するスキルの性格は，一般的雇用ス
キルである。

主たる目的は，キャリアへの直接的・専
門的準備である。

職業教育
習得するスキルの性格は，特殊な職業ス
キルである。

※筆者作成



校生に対する職業教育や，専門高校生等に対す
るキャリア教育の必要性については，どう考え
たらいいのかという疑問が生じる。
　中央教育審議会は，２０１１年１月に「今後の学
校におけるキャリア教育・職業教育の在り方に
ついて」（以下，「２０１１中教審答申」と省略する）
という答申を出している。この「２０１１中教審答
申」は「キャリア教育」についての新しい定義
を示し，加えて「職業教育」についても定義し
ていることである。
　ここで，職業教育とキャリア教育の“相違点”
について，目標・対象などの領域別に整理して
おきたい。表７に示したとおり，目標について
は，職業教育が特定の職業への準備であるのに
対して，キャリア教育は，キャリア意識の深化
やキャリア探索である。また，対象については，
職業教育が，大学進学を予定していない児童生
徒を対象とするが，キャリア教育は，すべての
児童・生徒を対象として成人教育までを含むこ
とが大きな違いであることが分かる。
　習得する能力についてみると，職業教育につ
いては，「専門療育の知識・技術」ということ
で，その能力が明確であるが，キャリア教育は
「幅広い就業能力」ということで，具体的な内容
が不明確である。

　筆者は，この点に疑問があると考えている。
つまり，職業教育は，“一般的な雇用スキル”つ
まり労働市場価値を含んだ幅広い就業能力を育
成できないということなのかという疑問が生ま
れるからである。キャリア教育が，すべての教
科・科目に組み入れらているとしたら，高等学
校の職業科（農業・工業・商業・水産など）の
教育においても，キャリア教育は展開できるは
ずである。なぜならば，職業科においても普通
教科の授業があるからである。
　キャリア教育は，学校教育そのもので，キャ
リア発達やキャリア形成を目標としている教育
である２７）。職業教育は，キャリア教育に包含さ
れた概念であるということになり，図３のよう
なイメージで捉えることが出来る。
　筆者がある公立商業高等学校の校長にインタ
ビューしたところ，「私は，職業教育とキャリ
ア教育を区別していないので，何の違和感もな
く同じ意味で使っている」とのことであった。
その校長は，商業科出身の校長であるので，そ
のように捉えていることが自然のことだと感じ
た。しかし，多くの学校関係者は，職業教育と
キャリア教育は全く別のものだと考えているの
ではないだろうか。
　旧来の職業教育は，工業科や商業科などの狭
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表７　職業教育とキャリア教育の違い

キャリア教育
Career Education

職 業 教 育
Vocational Education領　　域

キャリア意識の深化
キャリア探索特定の職業への準備目　　標

幼稚園段階から大学生まで成人教育を含む小・中・高の児童生徒で，大学進学を予定しな
い生徒対　　象

小・中・高では，すべての教員が分担する高校では，職業科目担当教員，小・中では各教
員が分担する担 当 者

小・中・高では，すべての学校で教科・科目に
組み入れられる

高校では，農業・工業・商業・水産などの職業
科目の授業授業形態

労働市場価値を含んだ幅広い就業能力特定の専門領域の知識・技術習得能力

産業界から，授業への支援・アドバイスを得る産業界からは，就職プロセスへの協力を得る外部協力

出所：Kenneth B. Hoyt編著，仙崎武他訳『キャリア教育─歴史と未来』雇用問題研究会，p. ６７.より筆者加工



い範囲の高校生を対象としているが，筆者の考
えている「新しい職業教育」（：図３の破線で示
している部分）は，幼稚園・小学校から大学ま
での広い範囲を対象とする。
　２００４年の「キャリアの推進に関する総合的調
査研究協議会報告書」では，「キャリア発達の諸
能力」として，“４領域８能力”の例を示してい
る。

　表８の４領域８能力の例を考察すると，職業
や職場における適応能力が欠けていることが分
かる。この職業や職場への適応能力を身に付け
させるためには，職業教育が必要である。つま
り，キャリア発達に関わる基礎的な諸能力の育
成によって，進路を選択したり職業を選択した
りすることはできるかもしれない。幼稚園段階
からキャリア教育を行うというのは，“初めての
おつかい”というテレビ番組のように， ３歳児
におつかいを頼んで，買い物に行かせるという

ものである。自分の役割を自覚させて，それを
自分の力で達成させるという場面をつくること
である。つまり，役割達成能力を育てることで
ある。勿論，買い物をするには，お店の人や近
所の人とコミュニケーションをとることになる
ので，コミュニケーション能力を育成すること
にもなる。
　幼稚園の頃には，“おままごと遊び”の中で，
様々な役割を演じる練習をしている。例えば，
お店屋さんゴッコの中で，店員とお客様のやり
とりを再現している。これは「キャリア形成の
基礎的な能力」を育成していることになる。
　小学生になれば，係活動がある。例えば，生
き物を世話する係やプリントを配付する係，黒
板を消す係などがあり，自分の役割を果たし
“役に立つ喜び”を実感できるようになる。生活
科の授業で，身近な職業について知る機会がつ
くられる。最近では，小学生にキャリアの疑似
体験をさせる取り組みも始まっている。先日，
ある商業高等学校の学校デパートで，小学生が
売り場の一部を担当して，高校生と一緒に商品
の販売実習に取り組んでいる姿を視察した。
　小学生にも分かるようにルビをふったり，写
真を豊富に入れたりした「マニュアル」を作成
して，事前指導をしたということであった。小
学生にも，職業教育は必要だと考えている。小
学生に自分づくり，夢づくりをさせるというの
は，具体的な活動を中心としたものであり，教
員は本物に出会う場をセッティングする必要が
ある。
　小学校に商業科や工業科の教員が出向いて，
支援者として商品の販売やモノづくりの指導を
することで，具体的な活動をつくることは可能
である２８）。

２．　進路指導とキャリア教育

２．１　進路指導（Career Guidance）の定義

　ここでは，「進路指導の定義」を整理しておき
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※筆者作成
図３　職業教育とキャリア教育の関係図

表８　キャリア発達に関わる諸能力

８　　能　　力４　領　域

（１）自他の理解能力，（２）コミュ
ニケーション能力

人間関係形成
能力

（３）情報収集・探索能力，（４）職業
理解能力情報活用能力

（５）役割把握・認識能力，（６）計画
実行能力将来設計能力

（７）選択能力，（８）課題解決能力意思決定能力



たい。
　１９７７年（昭和５２年）の文部省の『中学校・高
等学校進路指導の手引き―進路指導主事編』で
は，次のように定義している。

　進路指導の公的な理念は，“生徒による職業選
択の自由の保障”である。教員の役割は，生徒
による主体的な職業選択の尊重と，その実現に
向けての援助である。教員は，生徒の希望を尊
重して生徒に進路を選ばせるための助言者（ア
ドバイザー）としての役割を果たすのである２９）。
教員による“押しつけ”を排除しなければなら
ない。学校現場では，最終的な進路選択の責任
は，教員ではなく生徒自身が担うべきだという
考え方が主流である。
　１９８３年（昭和５８年）の文部省の『中学校・高
等学校進路指導の手引きー中学校学級担任編』
によれば，次のとおりである。

　進路指導は，職業指導（Vocational Guid-
ance）を含む概念として使用されている。職業
指導とは何かを明らかにしておく必要がある。
　D. E.スーパーは，１９５７年（昭和３２年）に，
職業指導を次のように定義している３０）。

「進路指導は，生徒の一人一人が，自分の将来の生
き方への関心を深め，自分の能力・適性等の発見と
開発に努め，進路の世界への知見を広めかつ深め，
やがて自分の将来の展望を持ち，進路の選択をし，
卒業後の生活によりよく適応し，社会的・職業的自
己実現を達成していくことに必要な生徒の自己指導
力の伸長を目指す，教師の組織的・継続的な指導・
援助の過程である。」

「生徒の個人資料，進路情報，啓発的経験および相
談を通して，生徒自ら，将来の進路の選択・計画を
し，就職または進学をして，さらにその後の生活に
よりよく適応し，進歩する能力を伸長するように，
教師が組織的，継続的に指導・援助する過程であ
る。」

　伊藤一雄は，『キャリア開発と職業指導』
（２０１１年，法律文化社）で，職業指導を次のよう
に定義している。

　筆者は，この職業指導の定義で「その後の職
業生活を通じて自己実現できるような能力……」
という最後の部分に注目したい。その理由は，
進路選択が将来の職業生活を見通したものでな
ければ，危ういものだからである。
　１９９９年（平成１１年）の中央教育審議会答申に
おける進路指導の定義は，次のように明示され
ている。

「職業指導とは，個人が，自分自身と働く世界にお
ける自分の役割とについて，統合されかつ妥当な映
像を発展させ，また受容すること，この概念を現実
に照らして吟味すること，および自分自身にとって
満足であり社会にとっても有益であるように，自己
概念を現実に転ずること，を支援する過程である。」

「職業指導とは，仕事の世界に入る生徒に職業的発
達（Vocational Development）を円滑にするため，
キャリア開発（Career Development）を促進する
過程であり，各人が自分の諸特性を把握，伸長し，
職業についての探索を深め，主体的に進路を決定
し，その後の職業生活を通じて自己実現できるよう
な能力，態度，価値観を育てる活動である３１）。」

「進路指導とは，望ましい勤労観・職業観及び職業
に関する知識や技能を身に付けさせるとともに，自
己の個性を理解し，主体的に進路を選択する能力や
態度を育てる教育である」
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※筆者作成
図４　進路指導とキャリア教育の関係図



　この定義で，進路指導は「職業に関する知識
や技能を身に付けさせる」ということで，図４
のように職業指導が含まれていることが分かる。

２．２　進路指導の問題点と改善の方向

　ここでは，進路指導の問題点と改善の方向に
ついて整理しておきたい。
　進路指導にキャリア教育の視点を導入した場
合には，表９に示したように改善の方向性が見
えてくる。
　キャリア教育と進路指導の関係を示すと，図
４に示したように，キャリア教育の中に進路指
導は含まれている。進路指導をするためには，
複雑な産業社会の実情や様々な職業の内容を理
解する必要がある。それを理解した上で，自分
を理解するための内省が必要になる。内省に
よって“自分づくり・夢づくり”をするという
ことである。
　諸富祥彦は，「キャリア教育とは，すなわち人
生教育のことである」と述べている。キャリア
教育は，職業教育だけでなく，個人生活面を含

めた幅広いものだという意味である。人生を
“職業生活”と“個人生活”という側面から捉え
ると分かり易い。諸富は，人生にはこの二つ以
外の領域があるという。例えば，結婚・恋愛・
金銭・健康などである。これらもすべてキャリ
ア教育の中に入っていると述べている３２）。

２．３　進路指導とキャリア教育の関連

　「進路指導」と「キャリア教育」は，どのよう
に違うのだろうか。結論的に述べれば，目指す
ものは勤労観・職業観を育てることであり，大
きな差異は見られないということである。進路
指導は，キャリア教育の“中核”をなすもので
ある。進路指導の実際の場面では，人的資源や
時間の制約があり，児童生徒の適性と進路との
適合を主眼とした指導が中心になっている。こ
のことを背景に，一人ひとりの児童生徒のキャ
リア発達を支援し，それぞれにふさわしいキャ
リアを形成するための教育と捉える「キャリア
教育」という概念が提唱されている。
　進路指導は，中学校や高等学校における教育
活動として展開されてきたのに対して，キャリ
ア教育は，幼児教育・初等教育段階から高等教
育段階まで様々な教育機関において実践され，
成人もその対象としている点が大きな違いであ
る。
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表９　進路指導の問題点と改善の方向

中学校や高等学校の３年時の「出口指
導」が中心になっている

問　題　点 高等学校や大学等への進路先の決定に
偏った指導になっている

指導計画において各活動の関連性や系
統性が希薄になっている

出口指導だけでなく，児童生徒の意識
の変容や能力・態度の育成に結び付く
ように，組織的，系統的に支援する必
要がある

改善の方向

進路の選択・決定にとどまらず，個人
差を考慮しながら，長期的な視点か
ら，社会人・職業人として自立できる
能力を育てる必要がある

各活動の関連性や系統性を重視して，
時代の変化に力強く柔軟に対応できる
よう規範意識やコミュニケーション
能力など幅広い能力を積極的に育てる
指導計画を立案する必要がある

※筆者作成

※筆者作成
図５　進路指導・職業教育・キャリア教育の関係図



２．４　進路選択能力

　進路指導において「主体的に進路を選択する
能力」を育成することが求められている。この
“進路選択能力”とは，具体的には次の表１０に示
した４つの能力であるとされている。

　進路選択能力を分解すれば，様々な能力が必
要になってくる。これらの諸能力は，漠然とし
たものであり，身に付いたかどうかも判然とし
ない。しかし，教員には，進路選択能力を生徒
に身に付けさせるために計画的・組織的に対応
することが求められている。学校でこのような
能力をどのような方法で向上させるのかという
課題がある。これらの能力は，学校の教育活動
全体を通して身に付けさせるべきものであろう。
　学校から職業への移行（transition from 
school to work）において問題が発生している。
このことを石岡学は，「学校のもつ人材育成と配
分の面における機能不全を象徴的に示すもので
ある」と論述している３３）。この移行の問題を
キャリア教育の推進という施策だけで解決でき
るとは考えられない。なぜならば，勤労観・職
業観を育てるだけでなく，職業人としての基礎
的な知識・技術を養成するという学校の役割を
忘れているからである。筆者は，フリーターや
ニートの問題に代表される移行問題を，これま
での学校教育の在り方が生み出したという側面
があることを否定できない。
　もう一つの課題として，生徒が進路を選択し

た後に必要な能力，つまり職場（組織）に適応
していく能力を開発することになるが，この
「キャリア開発」についてはどのように考えれば
よいのかという問題がある。

小　　　　　括

　我が国は，これまで学校教育そのものに“職
業的な意義”を認めようとしなかった国である。
本田由紀は，このことを次のように指摘してい
る。

　本田の指摘を整理すると，上記のような内容
である３４）。要するに，「キャリア教育は，教育の
職業的な意義を高めるものではない」と主張し
ているのである。
　筆者は，キャリア教育が「教育には社会的・
職業的意義がある」ということを認識させるよ
うな実践になっていないという現実があること
は認めるが，本来のキャリア教育と職業教育と
は重なり合っている訳であり，融合させること
はできるのではないかと考えている。
　教育現場でのキャリア教育についての誤解や
無理解があって，取り組みの方向や内容が，あ
るべき姿になっていないだけではないだろうか。
これは，キャリア教育の形骸化と言えなくもな
い。これまで，職業教育とか職業科という言葉
を聞いて，ワンランク下の教育とか学科である
かの如く扱ってきたのではないだろうか。そう
することで，普通教育や普通科が相対的に優位
な位置付けになってきた歴史がある。

　教育の職業的意義を認めないという傾向は国際的
に見ても特異なほどに低い。キャリア教育の施策・
理念は，一見，教育の職業的意義を高める方向を向
いているように見える。しかし，キャリア教育と密
接に関わる「人間力」や「生きる力」の概念や発想
は，教育の社会的意義の必要性から社会の関心を逸
らし，それに向けての取り組みを阻害する危険さえ
も含んでいる。
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表１０　４つの進路選択能力

左の能力に含まれている能力進路選択能力

自他の理解能力，コミュニ
ケーション能力

１　人間関係形成
能力

情報収集・探索能力，職業理
解能力２　情報活用能力

役割把握・認識能力，計画実
行能力３　将来設計能力

選択能力，課題解決能力４　意思決定能力

※筆者作成



　これまで，学校教育が職業への準備という側
面をもっていることは当然のことであるにも拘
わらず，職業教育の価値を認めることなく，教
育と職業が結び付くことを避けてきたのである。
これは明らかな間違いである。キャリア教育は，
職業教育であるべきであり，職業教育はキャリ
ア教育そのものであると言えよう。学校現場で
は，職業教育と表現しないで，「キャリア教育」
という言葉をつかうことで，何か新しい取り組
みをするのだと誤解する教員も存在している。
結果的に，キャリア教育は，職業の教育とは，
違ったものになっているのである。付け加える
ならば，職業教育がどのような内容であるのか
を，真に理解できていないのかもしれない。本
研究で明らかにしてきた職業教育や職業指導の
概念や考え方がキャリア教育と混ぜ合わさって
融合されれば，教育の職業的な意義は，自然に
高まってくるに違いない。
　キャリア教育の対象が，幼稚園生から大人ま
でと対象が広いため，焦点が絞り難くなり，研
究や議論が拡散する傾向が強いことが分かった。
また，キャリア教育は，職業教育を含んでいる
広い概念であるため，望ましい勤労観や職業観
の育成を目標としているが，望ましい勤労観や
職業観は，それが個人の価値観に関わることで
あり，複雑で激変する社会の中では，その望ま
しさについて，簡単に定義できないものである
ことが分かった。定義できないようなものを，
目標にすること自体，意味があるのかという問
題がある。学校現場では，キャリア教育の概念
そのものが広いため，実践的な活動において戸
惑いや混乱が生じている。
　新しいキャリア教育の定義では，雇用の問題
や労働市場の問題など，政治的政策的に解決す
べき課題を，個人の“エンプロイアビリティ”
の問題としており，若者が進路選択の場面で戸
惑うのは，若者自身に責任があるということで
片付けている。本来，キャリア教育は，将来の

生活につながる具体的な知識・技術という武器
を若者に提供することである。それを，疎かに
したようなキャリア教育は，果たして価値があ
るのだろうかという疑問が生じる。これまでは，
強力な企業内教育に全面的に依存して，職業へ
の準備教育であるべき学校教育を，上級学校へ
の“進学準備教育”に変えてしまい，職業教育
を受ける権利を多くの子供たちから奪っている
のである。結果として，何の武器（：専門的な
知識・技術）も持たせることなく無防備な状態
で，子供たちを実社会に送り出しているのであ
る３５）。
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